
　人生のさまざま
な悩みや心の危機
に直面しても身近

に相談相手がなく、孤独の中にいる人がいます。いの
ちの電話は、専門家ではなく研修を受けた一般市民が、
特定の思想・信条・宗教に偏らず、“良き隣人”として
心の支えとなることを目的とした無償の市民活動です。

　いのちの電話の活動
は、イギリスで1953年に
市民運動として始まり、

日本では現在50か所のセンターで活動しています。盛
岡いのちの電話は、1991（平成３年）に東北では仙台
に次いで開局し、年中休むことなく電話を受信し活動
を続けています。

　申し込みは原
則として23歳以
上で、性別、学

歴、職業は問いません。電話ボランティアになるため
に２年間の研修を受け、認定を受ける必要があります。
　研修では、講義やロールプレイを通じ傾聴や対人援助法などを学びます。
　認定後も資質向上のため、継続して研修を受けます。詳しくは２面をご覧ください。

あなたも電話ボランティアとしてあなたも電話ボランティアとして
活動しませんか！活動しませんか！

岩手の初夏の風物詩「チャグチャグ馬コ」

農耕馬に感謝する200年以上に及ぶ伝統行
事。国の無形民俗文化財。今年は３年ぶりに
開催された。

「いのちの電話」とは「いのちの電話」とは

ボランティアになるボランティアになる

こんな活動ですこんな活動です

第131号ひとりぽっちで悩まずに―

（019）654-7575
facebookはこちら

ホームページはこちら

2022年７月10日発行
発行人 ● 右京　昌久

●  事務局　〒020-8691 ●

盛岡中央郵便局私書箱69号

社会福祉法人

盛岡いのちの電話
http://moriokainochi.lomo.jp

相 談 電 話
◆◆盛岡いのちの電話盛岡いのちの電話 ☎☎019-654-7575019-654-7575／／1212時〜時〜2121時時（（日曜日12時〜18時日曜日12時〜18時））

◆◆自殺予防いのちの電話自殺予防いのちの電話 ☎☎0120-783-5560120-783-556／毎月／毎月1010日日 ８８時〜翌朝時〜翌朝８８時時

◆◆インターネット相談　　インターネット相談　　 https://ｗｗｗ.inochinodenwa-net.jp/https://ｗｗｗ.inochinodenwa-net.jp/
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① 公開講座の申込書に記入の上、郵送・FAXで送信
② 電話で直接申込　③ QRコードを読取り申込
　　住　所　〒020－8691
　　　　　　盛岡市中央郵便局私書箱69号
　　　　　　社会福祉法人盛岡いのちの電話
　　電　話　019－652－4162
　　ＦＡＸ　019－626－5678

電話ボランティア養成講座受講生募集のお知らせ電話ボランティア養成講座受講生募集のお知らせ
　電話ボランティアを目指すには、第一課程として公開講座を受講していただきます。
今年度は会場での対面受講のほか動画配信による受講もできます。また、電話ボラ
ンティアを目指さない方でも受講できますので、ぜひ興味のある方はご参加ください。

　電話ボランティアを希望する方は、最初に第１課
程として公開講座を受講します。
　講座内容は表１のとおりです。受講料は１万円。

　第１課程の公開講座を修了し、第２課程に進むこ
とを希望する方は、小論文の提出と面接があります。
　第２課程の内容は、人間関係基礎訓練として自己
理解、他者理解を深める小グループによる体験学習
が行われます。受講料は１万円。

　ロールプレイによる人間関係基礎訓練を行いま
す。模擬的に電話の掛け方や受け方の役割を演じな
がら、相手の言葉により自分の心がどのように変化
するのかを学びます。受講料は５千円。

　これまでの研修で習得したことを基に実際の電話を
受信します。電話受信は４週に２回、各３時間行います。
　併せて電話実習に伴う研修を月１回受けます。
　受講無料。

　第１課程から第４課程までの研修及び電話実習を総
合的に判断し、電話ボランティアとして認定されます。

申し込み方法

❶　第１課程（公開講座）

❺　認　　　定

❹　第４課程（電話実習）

❸　第３課程（ロールプレイ）

❷　第２課程（講義、体験学習）

電話ボランティア養成研修の流れ

表１《第34回公開講座》� 時間　13時30分～15時30分

講 　 義 　 内 　 容 講　　　師 月日・会場

１ いのちの電話とは
―歴史と理念―

右京　昌久　氏
盛岡いのちの電話理事長

９／３（土）
県民会館
第２会議室

２ 思春期・青年期の心理
―現代の若者のこころ―

早坂　浩志　氏
岩手大学准教授

９／10（土）
カトリック
四ツ家教会

３ 依存症・使用障害の理解
―両義的な思いを聴くこと―

泉　　　啓　氏
岩手県立大学准教授

９／17（土）
県民会館
第２会議室

４ 現代社会の家族と社会的つ
ながり

大竹　美貴子　氏
臨床心理士

９／24（土）
県民会館
第２会議室

５ ブリーフセラピーの
コミュニケーション

奥野　雅子　氏
岩手大学教授

10／８（土）
県民会館
第２会議室

６ カウンセリングについて
―基礎理論―

山口　　浩　氏
岩手大学名誉教授

10／15（土）
県民会館
第１会議室

７ カウンセリングについて
―応用―

織田　信男　氏
岩手大学教授

10／22（土）
カトリック
四ツ家教会

８ こころの病
―病を抱える方への理解―

遠藤　　仁　氏
三田記念病院医師

11／５（土）
県民会館
第１会議室

９ （現代社会とこころの危機―ストレスの表れ―）
藤澤　美穂　氏
岩手医科大学講師

11／12（土）
県民会館
第２会議室

10
自殺予防活動の現状と電話
相談
―自殺予防の取組みから―

智田　文徳　氏
未来の風せいわ病院理事長

11／19（土）
県民会館
第２会議室

（講師と講義内容が変更される事もあります）
＊�　会場はいずれも岩手県民会館会議室またはカトリック四ツ家教会です。
駐車場は各自でお探し下さい。

＊　この講座は、公開講座ですから１講座毎にどなたでも参加できます。
＊　受講料10,000円（一部受講者の場合１講座1,200円）

公開講座申込フォーム
QRコード

電話相談実習を終えて
Y・R　

　岩手県における2021年度の自殺死亡率は、
2003年以来初めて全国平均を下回ったそうで
す。県から「官民一体となった取り組みの成果
が現れた」とコメントが出ました。
　いのちの電話もその一部でしょう。人の持つ
孤独・不安・悩み・苦しみ、これらに耳と心を傾

けながら、話を聴き相手を理解していくことは、
とても難しいです。けれども、それによって相談
者さん自らの力で、生きる力を取り戻していく手
伝いをしたいと思い、研修を受けてきました。
　今回、無事に認定を迎えられるのは、温かく
ご指導下さった先生方、先輩、事務局の方、そ
して同期の仲間の支えのおかげです。ありがと
うございました。今後ともご指導よろしくお願
いします。
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　日頃ご支援いただいている皆様に感謝申し上げ
2021年度の事業と決算を報告いたします。
１　電話センターの運営
⑴　電話相談
　・�盛岡いのちの電話　毎日12時～21時（日曜日

は12時～18時まで）
　・電話ボランティア実働数　66名
　・受信対話件数　7,251件（男4,614件、女2,637件）
　　内自殺傾向件数 617件（男308件、女309件）
⑵　インターネット相談
　　ネット相談実施回数　20回
　　受信件数　41件（男16件、女23件、その他２件）
　　内自殺傾向件数　19件（男８件、女９件、その他２件）
２　会務の運営
　⑴　諸会議の開催

　理事会11回、評議委員会２回、決算監査１
回、出納調査４回、研修担当者会議１回、
　認定会議１回、カード委員会５回、広報委員
会４回、中期事業計画策定委員会11回

　⑵　電話ボランティア認定式
　　　2022年２月27日（日）　認定者８名
　　　1000時間受信顕彰　１名、2000時間受信顕彰　１名
　⑶　事業要覧の発行　９月　　1300部

３　研修、事業、広報等
　⑴　電話ボランティアの募集及び研修
　　ア�　電話ボランティア養成（第1課程）第33回

公開講座の開催
　　　全10回（�１回～９回目は動画配信による研修、

10回目対面研修）
　　　全科目受講者35名
　　イ　電話ボランティア養成講座
　　　・第32期生　人間関係基礎訓練Ⅰ（第２課程）
　　　　及びⅡ（第３課程）電話実習（第４課程）
　　ウ　認定者の研修
　　　・�継続研修　６回、全体研修　リラクゼーショ

ンについて他（動画配信）
　⑵　自殺予防いのちの電話への参加
　　ア�　フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」

の受信（毎月10日12時～21時）
　　　・受信件数　247件（男138件、女109件）
　　　　内自殺傾向件数　45件（男26件、女19件）
　⑶　広報の発行　年４回　各1800部
４　後援会活動との連携
　⑴　チャリティー事業
　　　チャリティーコンサート
　　　12月21日（火）不来方高校音楽部　岩手県民会館大ホール

資 金 収 支 計 算 書
（自）令和３年４月１日（至）令和４年３月31日

勘　定　科　目 予算 決算 差額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
　
入

事業収入 4,595,000 4,664,198 △ 69,198

経常経費寄附金収入 8,000,000 7,170,922 829,078

受取利息配当金収入 20,000 440 19,560

その他の収入 120,000 1,000 119,000

事業活動収入計⑴ 12,735,000 11,836,560 898,440

支
　
出

人件費支出 5,280,000 4,503,970 776,030

事業費支出 4,680,000 4,107,846 572,154

事務費支出 1,730,000 1,439,963 290,037

事業活動支出計⑵ 11,690,000 10,051,779 1,638,221

事業活動資金収支差額⑶ = ⑴−⑵ 1,045,000 1,784,781 △ 739,781

施
設
整
備
等
に
よ
る

収
支

収
入

施設整備等補助金収入 1,100,000 1,100,000 0

施設整備等収入計⑷ 1,100,000 1,100,000 0

支
出

固定資産取得支出 1,100,000 1,100,000 0

施設整備等支出計⑸ 1,100,000 1,100,000 0

施設整備等資金収支差額⑹ = ⑷−⑸ 0 0 0

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る

収
支

収
入 その他の活動収入計⑺ 0 0 0

支
出 その他の活動支出計⑻ 0 0 0

その他の活動資金収支差額⑼ = ⑺−⑻ 0 0 0

予備費支出⑽ 44,000
△ 0 ― 44,000

当期資金収支差額合計⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼−⑽ 1,001,000 1,784,781 △ 783,781

前期末支払資金残高⑿ 5,030,965 5,030,965 0

当期末支払資金残高⑾ + ⑿ 6,031,965 6,815,746 △ 783,781

貸　借　対　照　表
令和４年３月31日　現在

資　産　の　部 負　債　の　部

当年度末 前年度末 増　減 当年度末 前年度末 増　減

流動資産 6,829,860 5,046,412 1,783,448 流動負債 14,114 15,447 △ 1,333

現金預金 5,115,358 5,046,412 68,946 職員預り金 14,114 15,447 △ 1,333

未収補助金 1,714,502 0 1,714,502 固定負債 0 0 0

固定資産 28,034,687 27,210,840 823,847 負債の部合計 14,114 15,447 △ 1,333

基本財産 13,000,000 13,000,000 0 純　資　産　の　部

定期預金 13,000,000 13,000,000 0 基本金 13,000,000 13,000,000 0

その他の固定資産 15,034,687 14,210,840 823,847 第１号基本金 13,000,000 13,000,000 0

器具及び備品 1,034,687 210,840 823,847 国庫補助金等特別
積立金 987,521 147,501 840,020

基本財産積立資産 4,000,000 4,000,000 0 その他の積立金 14,000,000 14,000,000 0

設備拡充積立資産 500,000 500,000 0 基本財産積立金 4,000,000 4,000,000 0

財務調整積立資産 9,500,000 9,500,000 0 設備拡充積立金 500,000 500,000 0

財務調整積立金 9,500,000 9,500,000 0

次期繰越活動
増減差額 6,862,912 5,094,304 1,768,608

（うち当期活動増減差額） 1,768,608 2,306,598 △ 537,990

純資産の部合計 34,850,433 32,241,805 2,608,628

資産の部合計 34,864,547 32,257,252 2,607,295 負債及び純資産
の部合計 34,864,547 32,257,252 2,607,295

（単位：円） （単位：円）

社会福祉法人　盛岡いのちの電話2021年度事業報告・決算報告
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　今年も、いわぎんクレジットサービス（柿木康孝社長）様より
１５３万８千円の寄付があり５月16日に贈呈式が行われました。
　贈呈式では、柿木社長が「悩んでいる人の心に寄り添った活動に
少しでも貢献したい」と話され、右京理事長に目録を手渡しました。
　いのちの電話の活動は、ボランティアの無償の活動と皆様のご寄
付によって支えられています。何卒ご協力をお願い申し上げます。

振込先：「社会福祉法人盛岡いのちの電話」
　　　　岩手銀行本店（普0749493）
　　　　郵便振替（02360−8−22113）

贈呈式で目録を渡す柿木社長
5月17日盛岡タイムス掲載より

　下記の方々から社会福祉法人盛岡いのちの電話へ温かいご支援をいただきました。心より感謝申し上げ
ます。今後ともご指導とご協力をお願い申し上げます。

ご援助ありがとうございます 2022.1.1～2022.5.31
（敬称略、順不同）

【個人】
１月　浅沼　康揮　 稲田　耕基　 稲津　玲子　 齊藤　芳弘　 佐藤千津子　 清水　弘子　 十文字悦子
　　　塚田　縫子　 平野眞理子　 平間　正子　 藤岡　トシ　 星　　慶哉　 堀合　淑恵　 眞山　重博
　　　皆川敬・郁子　 村井　久子　 吉水　香教
２月　遠藤　典子　 佐々木杜子　 佐藤　幸子　 皆川敬・郁子
３月　泉山　雅子　 板垣千恵子　 及川　正彦　 工藤　洋子　 熊谷ケイ子　 小峰　清子　 田野崎真珠
　　　野澤　明子　 星　　慶哉　 皆川敬・郁子　 宮野　宗子　 矢羽々しづ子　 匿名２名
４月　石橋　ミキ　 岩澤　憲子　 及川　　理　 小川多津子　 齊藤　恵子　 澤村　洋子　 重茂淳彦・菊子
　　　皆川敬・郁子　 山口　千鶴
５月　植村　哲子　 大石富美子　 菊池　昭子　 鈴木　長幸　 須田美喜子　 谷藤　宮古　 中村　栄孝
　　　皆川敬・郁子　 村井　直子

【法人】
１月　仙北町幼稚園　 日本基督教団北上教会　 認定こども園ひかりの子　 盛岡いのちの電話後援会　
　　　匿名２名
２月　日本キリスト教団盛岡松園教会　 匿名１名
３月　山口北州印刷㈱
５月　㈱いわぎんクレジットサービス

社会福祉法人盛岡いのちの電話役員
理事・監事（任期2021.6.22～2023年度定時評議委員会終結の時まで）

理事長 右京　昌久
岩手県社会福祉協議会
岩手県福祉サービス運営適正化
委員会事務局長   

業務執行理事 及川　正彦 盛岡いのちの電話事務局長
理　事 伊藤　裕子 盛岡いのちの電話後援会事務局長
〃 岩浅　武雄 元岩手銀行
〃 川下　洋美 産業カウンセラー
〃 佐藤　克也 前㈱いわぎんクレジットサービス代表取締役社長
〃 智田　文徳 未来の風せいわ病院理事長
〃 中原　陽子 日本キリスト教団内丸教会牧師
〃 畠山　将樹 弁護士
〃 藤澤　美穂 岩手県臨床心理士会会長
〃 古川　徳浩 精神保健福祉士
〃 山口　　浩 岩手大学名誉教授
〃 電話ボランティアの会1名

監　事 下川原弘志 団体役員
〃 丹代　一志 税理士

評　議　員（任期2021.6.22〜2025年度定時評議員会終結の時まで）
秋山　顯一 盛岡ユネスコ協会理事 佐藤　　悟 元岩手県部長

阿部　孝司 社会福祉法人カナンの園
奥中山学園部長兼園長 佐々木愛美 国際ゾンタ盛岡ゾンタクラブ

副会長

阿部　東龍 東楽寺住職 高橋　俊一 元中学校長

岩根多喜男 社会福祉法人いきいき牧場
理事長 東藤　郁夫 元盛岡市部長

植村　哲子 社会福祉活動経験者 長岡美代子 元看護師

遠藤　　仁 三田記念病院医師 藤澤　克典 藤澤司法書士事務所
司法書士

河邊　邦博 社会福祉法人愛育園理事長 松浦　裕介 日本基督教団下ノ橋教会
牧師

工藤　洋子 社会福祉活動経験者 松尾　正弘 教浄寺住職
善友保育園園長

工藤　隆一 株式会社わしの尾
代表取締役会長 松本　静毅 有限会社カメラのキクヤ

代表取締役

齊藤　惠子 西松園内科医院院長 眞山　重博 四ツ家教会信徒代表

榊　　　悟 岩手日報社役員 武蔵　文武 盛岡市ボランティア連絡協
議会副会長

皆様のご支援をお願いいたします皆様のご支援をお願いいたします
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